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スペイン・バスク地方出土のチーズ製造用土器について
The earthen vessels for production of cheese unearthed 

from Spanish Basque country

上　田　寿　美

1．はじめに

　バスク地方は、ヒツジの移牧の発生地であるといわれ、現代でもその伝統的な移牧形式が維

持されている（漆原 2013：31）。その領土は、スペインとフランスの国境にまたがるピレネー

山脈の西側に位置し、スペイン領の 4 つの県とフランス領の 3 つの伝統的地域で構成されて

いる1 
。

　スペイン領の伝統的な牧羊地域では、バスク語で「羊飼いのチーズ」を意味するアルツァイ・

ガスタ（artzai gazta）という食品が継承されている。アルツァイ・ガスタは、羊飼いが飼養す

るヒツジの乳を原料とし、羊飼い自らが製造するチーズ 2 
に限定したものである。また、その

製造には、先史時代から継承された伝統的製法が採用されている。

　チーズ製造は、生乳を凝固乳に変換する方法によって、発酵乳系列、凝乳酵素使用系列、加

熱凝固系列の 3 つに大別される（図 1）。発酵乳系列（図 1 の 1）は、これらの系列のなかで

最も歴史が古く、世界で広く分布し、ヨーグルト様乳製品などに利用されている。つぎの凝乳

酵素使用系列（図 1 の 2）は、動物内で分泌されるキモシン（chymosin）3、イチジクに内在す

るフィシン（ficin）4  などの動物性や植物性の凝乳酵素を添加する方法である。最後の加熱凝

固系列（図 1 の 3）は、アジア南北部を中心に分布するバターオイルなどの製造を伴う方法で

ある（鴇田 1992 : 28-29, 武友 2003 : 29-34）。これらの 3 つの方法には、図 1 に見られるように、

いずれも生乳から凝固乳を分離し、脱水する工程が必ず存在する。現在、それらの工程に関連

する道具類が西アジアやヨーロッパから出土している。  

　三宅裕氏は、西アジア出土の器面に無数の小孔を有する土器片について、チーズ製造の道具

である可能性を示唆している（三宅 1996 : 83-101, 1999 : 50-71）。このような土器は、他国で

も出土しているが、機能の特定が困難であることから、現在のチーズ製造の道具や民族学の類

型的な比較によって濾し器と解釈され、乳製品の製造に利用されていただろうという推測に留

まっていた。

　しかし、それらの推測を裏付けるように、ブリストル大学のリチャード・エヴァーシェッド（Richard 
P. Evershed）氏らは、無数の小孔が施された土器の食料残渣成分分析を行ない、7000 年以上

前のポーランドにおいて、それらの土器を用いて、チーズが製造されていたことを証明した研

究をネイチャー誌に発表した（ Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525)。この研究は、乳利用の

歴史と起源の解明において、多大な貢献をもたらす重要な研究である。

　本稿では、西アジアおよびヨーロッパ出土のチーズ製造に関わる考古学遺物とスペイン・バ

スク地方で確認されている同様の遺物について紹介し、スペイン・バスク地方のチーズ製造の

起源について考察を試みる。
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2．チーズ製造に関する考古学的研究

2.1　家畜乳の利用

　搾乳および乳利用の起源や歴史に関する考古学的研究として、遺跡から出土したレリーフな

どの図像学的資料の分析が行われている。ここでは、神話に関わる象徴的な遺物なども含まれ

るが、乳加工の方法、工程がよく理解できる図像の 2 例を紹介する。

2.1.1 アル・ウバイド（al-`Ubaid）遺跡

　イラク南部ジーカール（Ḍī Qār）県のウル（Ur）遺跡の西 6 ㎞に位置する遺丘である。

1919 年から大英博物館のヘンリー・ホール（Henry Hall）氏が調査を手掛け、1923 年から

レオナード・ウーリー（Leonard Woolley）氏が参加し、その後、シートン・ロイド（Seton 
Lloyd）氏とロシア人、ピンハス・デルーガズ（Pinhas Delougaz）氏らが 1937 年に再調査を

している。基壇上の建設物は、発見された碑文により、初期王朝Ⅲ B にあたる BC.2500 年か

ら BC.2450 年頃の豊饒の女神ニンフルサグ（Ninhursag）の神殿であると判明している。

　その神殿の基壇正面、神殿につながる階段脇の地点から、乳製品製造に関連する帯状装飾（写

真 1, 図 2）が出土している（加茂 1973, 三宅 2008 : 39-51, Bañón, A. M. 2005, Gómez Carrizo, 
P. M. 2012 ）。そのフリーズは、母子隔離に始まり、仔牛を同伴させ、射乳反射を促す方法を

利用した搾乳から、乳製品の製造過程までが把握できる非常に興味深い資料である。

2.1.2 デイル・エル・バハリ（Dier El Bahri）葬祭神殿

　エジプト第 11 王朝のメンチュヘテプ（Mentuhetep II）2 世が、テーベ 5（Thèbe）近郊のデ

イル・エル・バハリ谷に建設した葬祭神殿である。1903 年から 1907 年にスイス人、ヘンリ・

エドワルド・ナヴィユ（Henri Édouard Naville）氏 、1921 年からは、アメリカ人、ハーバート・

ユースティス・ウィンロック（Herbert Eustis Winlock）氏 、1961 年からカイロのドイツ考古

学研究所が調査を行なっている。治世全体の BC.2060 年から BC.2010 年に建設され、メンチュ

写真 1　ニンフルサグ神殿出土の帯状装飾 (Mattín Bañón,A.2005:10-12)

図 2　ニンフルサグ神殿出土の帯状装飾の白描図像 ( 三宅 2008:41)
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ヘテプ 2 世とその妻 6 人の埋葬室が設置されている。その妻のひとりであるカウイト（Kawit）
の石灰岩製の棺の外壁に、ウシの搾乳の様子を描写したレリーフ（写真 2, 図 3）が確認され

ている（加茂 1973, H. デンベック 1979 : 33, 三宅 2008: 43, 伊藤 2010:161）。

2.2　西アジアおよびヨーロッパのチーズ製造

　ここでは、チーズ製造における凝固乳の分離・脱水工程に関連する西アジアやヨーロッパ出

土の遺物について紹介する ( 図 5, 表 1)。以下の遺跡の分布ついては、図 4 の通りである。

図 4　チーズ製造に関連する遺物出土の遺跡分布図

写真 2　エジプト第 11 王朝の妻カウイトの

       石棺レリーフ(トゥーサン＝サマ1998:99)  

図 3 エジプト第 11 王朝の妻カウイトの

     石棺レリーフの白描図像 ( 三宅 2008:41)

③

⑨
⑩⑧

⑪

④

⑤
⑥

①②

⑦



－ 69－

スペイン・バスク地方出土のチーズ製造用土器について 

図 5　西アジアおよびヨーロッパの遺跡出土のチーズ製造に関連する遺物 

（①〜⑦の番号は遺跡地図番号に付随する。）
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2.2.1 チャヨニュ（Çayönü）遺跡（図 4 -① )

　トルコ南西部、ティグリス（Tigris）川上流に面したディヤルバキル（Diyarbakır ）市のエ

ルガニ（Ergani）地区から南西 5 ㎞に位置する 250m × 150m の楕円形の低い遺丘である（松

谷 1979 : 696, Özbakan, M. 1988 : 351-354）。チャヨニュ遺跡は、「肥沃な三日月地帯」の北

端にあたり，初期新石器時代のムギ農耕や家畜種の遺存物が確認されている。その年代は、

BC.7200 年から BC.6700 年に相当する先土器新石器時代（PPNB : Pre-Pottery Neolithic B）と

推測されている（大田 2009 : 155）。調査は、1964 年、1968 年、1970 年の 3 回にわたって、

イスタンブール大学のハレット・チャンベル（Halet Çambel）氏とシカゴ大学のロバート・ジョ

ン・ブレイドウッド（Robert John Braidwood）氏の共同で行われ、以後、1985 年と 1991 年

にも実施されている。また、この研究はイスタンブール大学とシカゴ大学との共同によって、

現在でも継続されている。

　この遺跡から、器面に無作為に穿たれた小孔のある土器片（図 6）が発見され、チーズ製造

の道具の一部であるという可能性が示唆されている（三宅 1996 : 89-90, 1999 : 61-67）。

2.2.2 テュリンテペ（Tülintepe）遺跡（図 4 - ②）

　東部トルコのエラズー（Elazığ）地区から東へ 21 ㎞にあるアルティノバ（Altinova）平野に

位置し、現在は、ケバンダム（Keban Barajı）の建設によって水没している古墳である。

　最初の調査は、1945 年にトルコ歴史財団（Turkish History Foundation）のキリック・コク

テン（Kiliç Kökten）氏の指揮のもとで開始された。ダム建設により水没し始めた 1966 年には、

トルコの中東工科大学（Middle East Technical University）の歴史遺産復元保存学部（Department 
of Restoration and Preservation of Historical Heritage）が調査を行ない、翌年には、イスタン

ブールの先史学部（University of Istanbul Prehistory Department）とミシガン大学人類学博物

館（University of Michigan Anthropology Museum）の共同で実施された。また、1971 年から

1974 年は、イスタンブール大学の Ufuk Esin 氏 と Güven Arsebük 氏らの指揮によって調査

が行われている。この遺跡は、C14 年代測定により、ハラフ—ウバイド期の転換期（BP6160 

± 150, BP 5360 ± 180, BP 5730 ± 190）から金石併用時代後期（4214 ± 147BC., 3780 ±

186BC., 3414 ± 184BC.）に相当することが判明している（Özbakan, M. 1988 : 354）。
　この遺跡からは、無数の小孔が施された鉢の土器片（図 7）が確認されている。また、その

なかには、胴部下半が底部に向けてすぼまり、底部は狭く、底の抜けた容器も発見された。

図 6　チャヨニュ遺跡出土のチーズ製造に関連する土器片 ( 三宅 1996 : 90)
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これらの土器片の出土により、チーズ製造に役立つ機能を備えた土器を使用していたことが推

測されている。（三宅 1996 : 89-92）。

2.2.3 ウェティコン（Uetikon）遺跡（図 4 - ③ )

　1853 年〜 1854 年の大旱魃によって出現したスイスのチューリッヒ（Zürich）湖西岸の

ウェティコン（Uetikon）遺跡から、靭皮繊維で編まれたザル状の用具（写真 3）が確認され、

チーズ製造に利用していた可能性が示唆されている。また、1857 年にスイスのヌーシャテル

（Neuchâtel）湖北岸のラ・テーヌ（La Tène）遺跡をアンズリー・コップ（Hansli Kopp）氏が

調査したところ、穿孔がある木製や土製の壺状の容器が発見されており、同じくチーズ製造に

関連するものと考えられている。

　なお、これらの遺跡は、アルプス山脈周辺に BC.5000 年頃から作られた杭上住居跡（Pfahlba-
ubericht）であり、2011 年に世界文化遺産に登録されている（van Orsouw, M. 2009 : 40-41）。

図 7　テュリンテペ遺跡出土のチーズ製造に関連する土器片 ( 三宅 1996 : 90-91)

写真 3　ウェティコン (Uetikon) 遺跡出土の濾過器

　　　  (Michael van Orsouw 2009 : 41)
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2.2.4 モンテ・サビナール（Monte Sabinar）遺跡（図 4 - ④ )

　スペインのソリア（Soria）県、モントゥエンガ・デ・ソリア（Montuenga de Soria）集落に

位置し、モンテ・サビナール（Monte sabinar）として知られる険しい岩山上にある青銅器時

代から新石器時代の埋葬地である。

　1909 年、サラマンカ（Salamanca）県のセラルボ（Cerralbo）集落 の伯爵であるエンリケ・

デ・アギレラ・イ・ガンボア（ Enrique de Aguilera y Gamboa）氏 が調査を行なっている。そ

の中で、遺体の副葬品として出土している口縁部 11 ㎝、高さ 12 ㎝、底部 5 ㎝のチーズ製造

に関連すると思われる平底の土器が確認されている（写真 4）。この土器は、焼成前に丸い穿

孔器によって、外部から内部に穿孔され、口縁部から底部にかけての無数の小孔を特徴として

いる。そのため、この土器の出土は、新石器時代から青銅器時代におけるチーズの製造を示す

ものとして考えられている。また、遺体とともに埋葬されていたことから、当時のチーズとい

う食品の重要性がうかがえる貴重な資料となっている（Bañón, A. M. 2005 : 1-2, Recio Martí, R. 
C. y Casas Desantes 2012 : 14）。

2.2.5 ルドビノボ（Ludwinowo）7 遺跡（図 4 - ⑤ )

　ポーランド中部のクヤヴィ＝ポモージェ県（Kuyavian-Pomeranian）、ヴィスワ（Vistula）
川下流に、狭い範囲で点在する集落遺跡のひとつである。この遺跡は、ダニューブ（LBK : 
Linien Band Keramik）文化、あるいは帯文土器文化と呼ばれる、初期農耕と牧畜を基盤す

る文化を特徴としている。2000 年の高速道路の建設で発見され、ポズナン（Poznań）市の

考古学研究センター（Centrum Badań Archeologicznych）の調査によって、集落の全区域は

9.5ha と推定された。また、この遺跡の南東部分において、幅 120 ｍ、4.3ha の道路建設によ

る破壊が判明し、緊急発掘調査の遺跡に指定されている。その調査は 2009 年まで、ポーラ

ンド科学アカデミー（Polish Academy of Sciences）の考古学・民族学研究所（Ratownictwa 
Archeologicznego of the Institute of Archaeology and Ethnology）によって運営され、その主

要な調査は、2000 年から 2001 年は、ジョアンナ・パイゼル（Joanna Pyzel）氏、2008 年は、

ゼノン・セロシンスキ（Zenon Seroczyński）氏が指揮を執っている（Joanna Pyzel 2012 : 160-
166）。
　2012 年 12 月に、ブリストル大学のリチャード・エヴァーシェッド（Richard P. Evershed）
氏が中心となり、器面に無数の小孔がある土器の食料残渣成分分析によって、チーズ製造の起

写真 4　モンテ・サビナール遺跡出土のチーズ製造の道具（Bañón,A.M.2005：1）
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源を解明するという研究がネイチャー誌に発表された（Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525）。
分析に使用された土器は、このルドビノボ 7 遺跡をはじめとするクヤヴィ（Kuyavia）地区の

周辺遺跡 ( 図 4 -⑤⑥⑦ ) から出土のもので、それらの土器から抽出した脂肪酸に対し、ガス

クロマトグラフ質量分析と放射性炭素同位体分析を行なっている。乳脂肪、反芻動物由来の体

脂肪、非反芻動物由来の体脂肪を区別して精査した結果、7000 年以上前に乳製品を加工して

いたと結論づけている。また、多数の穿孔のある土器は、乳清と凝固乳を分離させる「濾し器」

として利用されていたと明示している。乳利用の歴史と起源の研究において、多大な貢献をも

たらしている重要な研究である。

　このルドビノボ 7 遺跡から出土した、濾し器 37 片（推定 21 個体）の分析で確認された脂

質残留物内の乳脂肪の存在は、7000 年以上前の乳製品の製造を決定づける重大な物証であり、

リチャード・エヴァーシェッド氏の研究の核となっている。

　さらに、これらの濾し器に、特定の使い方が存在したかどうかを判断するために、同遺跡か

ら出土の土器片 66 片を分析し、推定された調理用壺 44 個体、カラードフラスコ 15 個体、鉢

７個体との比較分析を行なっている。その報告の中に、チーズ製造に用いられた道具の用途に

関わる記述がある。内部に蜜蝋を検出した 3 個の濾し器については、チーズを取出しやすくす

るために加工したチーズの成型用の型か、あるいは防水の加工として、または、ハチミツの濾

過器として使用されたものと説明している。また、乳脂肪が検出された鉢については、凝固乳

を濾過する工程で、乳清を収集するために、濾し器と組み合わせて使用していたとする非常に

興味深い見解を示している（Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525）,（図 8）。

2.3 スペイン・バスク地方のチーズ製造

　現在、スペイン・バスク地方では、主に青銅器時代から鉄器時代の集落遺跡からチーズ製造

に用いる「型」または「濾し器」に類似する土器が出土している（図 9, 表 2）。わずかな事例だが、

チーズ製造が行われていたことを示唆する有益な資料を次にあげていく。以下に紹介する遺跡

の分布、バスク地方の遺跡編年については、図 4、表 3 の通りである。

図 8　ルドビノボ 7遺跡出土の乳脂肪が検出された濾し器土器と組み合わせて使用されたとされる

　　　鉢形土器（Evershed, R. P. et al. 2012 : 523）
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図 9　バスク地方の遺跡出土のチーズ製造用の濾し器土器・成型用型土器

( ⑧〜⑪の番号は遺跡地図番号に付随する。)
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2.3.1 エル・カスティーリョ・デ・エナジョ（El Castillo de Henayo）遺跡（図 4 - ⑧）

　アラバ県のアレグリア 6（Alegría）村東部に位置する要塞化された集落遺跡である。この集

落は、標高 664 ｍの岩山に築かれており、その北斜面は、自然の巌によって強固に防衛され、

南から南東の斜面は、荒石積みの壁で囲まれた様々な段丘によって仕切られ、緩やかに傾斜し

ている（Larrea, F. J. et al. 2001 : 96）。
　遺跡は、1968 年にアルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ（Armando Llanos 
Ortiz de Landaluce）氏、マリア・ニエベス・ウルティア（María Nieves Urrutia）氏らによっ

て 発 見 さ れ た（Armando Llanos Armando Llanos Ortiz de Landaluceet al. 2009 : 226）。 発

掘調査は、アラバ県特権地方議会文化委員会の考古学部（Departamento de Arqueología del 
Consejo de Cultura de la Excelentísima Diputación Foral de Alava）による研究プログラムの一

環として、アルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ氏を中心に行われている。

　1969 年、1970 年の 2 度行われた調査の中で、チーズの製造に使用された可能性の高い土器

が確認されている（図 10）。その土器は、口縁部 13 ㎝、高さ 4 ㎝、口縁部、胴部はともに最

も簡素な形状である。また底部には、孔が施されており、非常に濾し器の形状と類似している。

（Llanos, A. et al. 1975 : 87-212）。この遺跡の年代は、高等科学研究院 7 によって最終青銅器時

代と推定されたが、のちに発掘者らによって初期鉄器時代に修正されている。

2.3.2 ラ・オジャ（La Hoya）遺跡（図 4 - ⑨ )

　カンタブリア山脈の山麓部であるアラバ県ラグアルディア 8（Laguardia）集落から約 700 ｍ

北側に位置する集落遺跡である。遺跡は、高さ 3 m の小さなテルを形成し、周囲の北、西、

東側の地帯は、南方向に緩やかな傾斜を呈している。西側と北側の地帯は、填材を詰めた大き

な切石の防壁と自然の岩山上に築いた土台によって、強く頑丈に建設されている。この要塞化

を目的とした構造は、ケルト＝イベリア時代の洗練された建築方式として知られている。集落

は、密集した街区によって形成された網状の道が続き、整然と配置されている。この遺跡は、

図 10　エル・カスティーリョ・デ・エナジョ遺跡出土の濾し器土器または成型用型土器
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最終青銅器時代および鉄器時代（C層 : 3.410±90 BP、B3層 : 3.220±100 BP、B2・B 3層 : 2.530
± 85 BP、A3 層 : 2.410 ± 85 BP、2.300 ± 85 BP）から、廃村となるローマ化以前までの居

住地であることが判明している（Larrea, F. J. et al. 2001: 95）。また、鉄器時代の層には、下部

の印欧語族が侵入した BC.9 世紀あるいは 8 世紀の層と、上部の BC.3 世紀にあたるケルト＝

イベリコ時代の層が含まれており、鉄器時代の存在を示す指標となっている。

　1935 年にアレハンドロ・サンペドロ・マルティネス（Alejandro Sanpedro Martinez）氏によっ

て発見された。同年、カルロス・サエンス・デ・テハダ（Carlos Saenz de Tejada）氏 と、ア

ルバロ・デ・ゴルタサール（Alvaro de Gortazar）氏によって最初の発掘が行われるが、スペ

イン内戦が勃発したために 1964 年に発表されている。1950 年には、ドミンゴ・フェルナンデ

ス・メドラノ（Domingo Fernandez Medrano）氏 と マキシモ・ルイス・デ・ガオナ（Máximo 
Ruiz de Gaona) 氏らが調査を行い、1955 年からの 2 年間は、グラティニアノ・ニエト・ガリョ

（Gratiniano Nieto Gallo）氏 が考古学調査を行なっている。1973 年から 1989 年には、アル

マンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ氏の指揮によって、14 回にわたる発掘調査

が行われている（Larrea, F. J. et al. 2001: 95）。フディット・ロペス・デ・エレディア（Judit 
López de Heredia）氏は、この遺跡から出土した内壁に多数の穿孔のある土器片（写真 5）に

ついて、その機能と用途を検証し、それらの土器をチーズ製造に使用する道具の一部であると

結論づけている（López de Heredia, J. 2011b : 575-576）。

2.3.3 ロス・カストロス・デ・ラストラ（Los Castros de Lastra）遺跡（図 4 - ⑩ )

　アラバ県カランカ 9  （Caranca）集落のバルデゴビ

ア（Valdegobía）谷に位置する要塞化された集落遺

跡である（Amelia Baldeón, dir 1984 : 24)。遺跡は、

標高 832 ｍの丘陵上にあり、遠くにオメシーリョ

（Omecillo）の谷、カンタブリア地方の高原や崖上

地帯を望む戦略的に山の峠を利用した構造となっ

ている。その中腹には、アロ（Haro）湾からの道が、

カンタブリア山脈の斜面に通じている。集落の北側

は、通行用の２つの入口を除いて、強固な大岩が連

なる自然の壁を形成し、東側から西側では、高さ 5
ｍ、幅 4 ｍ、長さ 980 ｍの鉄器時代中期の荒石積

みの防壁が確認されている。これら２つの自然的、

写真 5　ラ・オジャ遺跡出土の濾し器土器または成型用型土器

写真 6　ロス・カストロス・デ・ラストラ遺跡

　　　  出土の濾し器土器または成型用型土器
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人工的な防備によって、10.5ha の集落は、完璧な防衛体制を維持してきた（López de Heredia, J. 
2011a : 545-546）。
　1858 年、ヴァローナ（Varona）一族によって発見され、最初の考古学的調査は、1971 年に、

ハイメ・ファリーニャ (Jaime Fariña) 氏とアルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダル

セ氏らの指揮によって行われている。 1975 年から 1997 年は、フランシスカ・サエンス・デ・

ウルトゥリ・ロドリゲス（Francisca Sáenz de Urturi Rodríguez）氏が着手している（Llanos, A. 
et al. 2009 : 230)。
 この遺跡は、最終青銅器時代から BC.1 世紀の最終鉄器時代を経て、さらに９世紀の中世初期

におよぶ長期間にわたり、集落として機能していたことが判明している（Servicio Central de 
Publicaciones del Gobierno Vasco,dir 1988 : 24）。フディット・ロペス・デ・エレディア氏は、

この遺跡から出土した他の土器片にはみられない内壁に多数の穿孔のある土器片（写真 6）を

チーズの型、濾し器、水切り器として特定し、さらに、集落における習慣的な乳の利用を関連

付けている。(López de Heredia, J. 2011b : 575-576)。

2.3.4 コバサ (Covaza）遺跡（図４ - ⑪ )

　ナファロア県（Nafarroa）中央部、ピティー

リャス（Pitillas）集落近くにあるウフエ（Ujué）
山麓の南側、標高 700 ｍの地点に所在する青

銅器時代中期の集落遺跡である。

　1944 年にホセ・マリア・エスパルサ（José 
Maria Esparza）氏によって発見され、翌年

にナファロア政府文化・観光・制度関係部

（Departamento de Cultura, Turismo y Relaciones 
Institucionales）考古学部門のヘスス・セスマ・

セスマ（Jesús Sesma Sesma）氏 、マリア・ルイーサ・ガルシア・ガルシア（María Luisa 
García García）氏 が調査を行なっている。両氏は、この遺跡の住居の床面から出土した孔が

穿たれた甕の土器片（図 11）について、濾し器、あるいは、チーズ製造の成型用の型として

説明している（ Sesma, J. y García, M. J. 2003 : 21）。

3．スペイン・バスク地方におけるチーズ製造の起源について

　前述したように、スペイン・バスク地方の 4 つの遺跡（遺跡番号⑧⑨⑩⑪）から、チーズ製

造に用いられる濾し器あるいは、成型用の型と推測される土器片が出土している（Llanos, A. 
et al. 1975 : 87-212 , Sesma, J. y García, M. J. 2003 : 15-44 , López de Heredia, J. 2011b : 569-
584）。この 4 遺跡には、青銅器時代から鉄器時代にかけての要塞化した集落遺跡という共通点

がある。

　しかし、このようなチーズ製造の道具とされる遺物が確認されているとはいえ、青銅器時代

をバスク地方のチーズ製造の起源とは断定できない。なぜなら、先史時代の牧畜は、あまり

多くの物質を必要とせず、使われる道具も皮袋や木製容器の有機質のものが多いため、よほ

図 11　コバサ遺跡出土の濾し器土器または

　　　 成型用型土器
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ど恵まれた条件下でない限り、遺物として検出される可能性が少ないからである（三宅 1996 
: 88）。前述のスイスのウェティコン遺跡出土の靭皮繊維のザル状用具と、同じくスイスのラ・

テーヌ遺跡出土の穿孔が施された木製容器（van Orsouw, M. 2009 : 1-108）にみられるように、

スペイン・バスク地方でも、土器がチーズ製造に使用される以前に、革製や木製の道具が利用

されていたと考えられる。したがって、濾し器土器や成型用型土器が出土した青銅器時代以前

から、木製の道具などを利用してチーズが製造されていた可能性が高いと推測される。　  

　つぎにスペイン・バスク地方から出土した無数の穿孔がある土器が、どのようにチーズ製造

で使用されていたかを考察する。本稿でとりあげた西アジア、ヨーロッパ、スペイン・バスク

地方で発見された土器は、チーズ製造の重要な工程である凝固乳から乳清を排出するための道

具と推定されている。そのなかのアナトリア地区の 2 遺跡（遺跡番号①②）、スペインの 1 遺

跡（遺跡番号④）、ポーランドの集落遺跡（遺跡番号⑤⑥⑦）、スペイン・バスク地方の 1 遺

跡（遺跡番号⑪）から発見された小孔が施された土器片は、すべて深鉢あるいは、甕の一部

である（三宅 1996 : 89-92, 1999 : 61-67, Sesma, J. y García, M. J. 2003 : 21, Bañón, A. M. 2005 
: 1-2, Recio Martí, R. C. y Casas Desantes 2012 : 14 , Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525）。一

方、スペイン・バスク地方の 3 遺跡（遺跡番号⑧⑨⑩）は、円筒状を呈した皿の一部であり、

これに類似する土器は、他の地域から確認されていない。この形状の違いは、これらの土器に

求められる機能の差異によって生じたという可能性が考えられる。後者は特に、スペイン・バ

スク地方で 1900 年代までにアルツァイ・ガスタ製造に使われていた伝統的な木製型と大きさ、

形状がほぼ一致している（写真 7）。このことは、土製から木製へと材質の変化があるものの、

先史時代から現代に至るまで、ほぼ同様の道具を利用してチーズが製造されていたことを示し

ている。

　現地での聞き取り調査で、その木製型の使い方を確認

した。まず、型に凝固乳を入れ、乳清を押し出し排水

した後に、手や爪で表面が滑らかになるまで撫で付け、

形を整えるという乳清除去と成型を目的とした使い方

であることが判明した。このような使い方が先史時代

から継続しているとすれば、前者は、できるだけ多く

の凝固乳から乳清を取り出すという機能を重視したた

めに、深鉢あるいは甕状が採用され、後者は、乳清除

去と同時に成型の機能も求められたため深鉢あるいは、

甕状から、円筒状の皿型に変化したという可能性が高い。

　また、前者の土器は、新石器時代初期および青銅器時代中期を含む遺跡から出土しており、

後者は、最終青銅器時代以降の遺跡から発見されている。年月が流れ、チーズ製造が重要な労

働として定着し、技術も向上したことにより、製造量が増加する。そこでは、新たに保存の問

題が発生する。保存には、同じ形状であることが望ましい。そして、見た目も重視されるよう

になると、成型という機能がさらに求められため、土器の形状が、深鉢および甕状から円筒状

の皿に変化したのではと考える。

写真 7　1900 年代まで使用されていた

　　　  成型用型
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4. おわりに

　本稿では、スペイン・バスク地方におけるチーズ製造の起源に関して、先史時代を中心に調

査や資料、遺物をもとに若干の考察を試みた。バスク地方では、土器がチーズ製造に使用さ

れる以前に、木製などの道具を利用していた可能性を踏まえ、チーズ製造用の土器が検出さ

れた青銅器時代より早い時期からチーズが製造されていたと推測した。なお、このスペイン・

バスク地方におけるチーズ製造の起源については、家畜化の開始やその伝播ルートも合わせ、

2014 年度に沖縄国際大学大学院地域文化研究科に提出した修士論文のなかで、詳しい分析や

考察を行なっている（上田 2014, 修士論文）。

　つぎに、スペイン・バスク地方出土のチーズ製造に関連する無数の穿孔が施された濾し器土

器あるいは、成型用型土器には、2 つの形状が存在することを明らかにした。そして、その形

状の差異は、土器に求められる機能の変化によって生じたという見解を示した。それらの土器

にも、エヴァーシェッド氏らによって行われたような食料残渣成分分析が実施されれば、それ

ぞれの機能が解明される可能性が大きいと考えられる。また、本研究のような食品という無形

のものが研究対象である場合、化学的な分析による裏付けは、重要な物証となる。今後、調理

に利用したと推定される様々な道具の特定に化学的分析が導入され、先史時代の人々の食生活

が解明されることを期待したい。
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1  スペイン領のバスク自治州であるアラバ(Araba)県、ビスカイヤ(Bizkaia)県、ギプスコア(Gipuzkoa)県、ナファ

  ロア自治州のナファロア (Nafarroa) 県の４県と、フランス領のラプルディ (Lapurdi) 地方、低ナファロア 
  (Behenafarro) 地方、スベロア (Zuberoa) 地方の 3つの伝統的地域の 7つで構成されている。
2  現在、イディアサバルチーズの商標名が付けられ、一般に販売されている。このチーズは、ギプスコア県南部の

  イディアサバル集落を中心にアラバ県、ビスカイヤ県、ギプスコア県、ナバラ県で製造されるバスク地方の代表
  的な羊乳チーズである。
3
 母乳の消化のために数種の哺乳動物の胃で作られる酵素。乳を凝固させる作用を持つ (武友 2003:31-32)。

4 たんぱく質分解酵素の一種。イチジクの茎の乳汁に含まれる (河野 2001:33)。
5
 現ルクソールを示す。エジプト南東部、ナイル川東岸の都市。

6 バスク語では、ドゥランツィ (Dulantzi) だが、スペイン語のアレグリアの名称が一般的である。
7 Consejo Superior de Investigaciones Cientías を示す。
8 バスク語では、ビアステリ (Biasteri) だが、スペイン語のラグアルディアの名称が一般的である。
9 バスク語の表記では、Karanca だが、スペイン語表記の Caranca が一般的である。
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